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1 2 回 ｢ 生と死｣ のセミナ ー

( 平成 21 ) 9 月 12 日 ( 土) 1 3 : 3 0 - 1 5 : 30

文 ( もとむら まさふみ

1 97 0 年､ 東京都出身｡ 東北大学百年史編X 室数育研究支援者､ 東北薬科大学非常勤詐

師｡ 専門は日本近世息想史 ､ とくに 江戸時代に お ける儒教の 死生載に つ いて 研究されて

いる｡ 20 0 9 年 2 月 より介護支援の租織を立ち上 げ活動中｡

文化セ ンタ ー エ ツ ノレ( 地下鉄 ･ 旭丘釈下車 ､ 徒歩1 分)

参加費 : 50 0 円 ( 当会会員は無料)
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読師か らの メ ッ セ ー ジ :

厚労省の r 終末期医療に解する調査｣ (2 00 8 年 3 月 , 対象は 2 0 歳以上 ､
一 般国民5 000 人 ､ 医

師 3 021 人 , 書謙他見4201 人 ､ 介護施設破見20 00 人 ｡ それぞれ 252 7 人 ､ 1 1 21 人 . 1 81 7 人 ､ 1 15 5

人か ら回答) に よれば､ r 自宅で 丑期まで 療養で きるか｣ との 開い に . 6 6 . 2 % の人が実現困難と

答え ､ その理 由の トッ プが r 介護してくれる家族に負担がかか るJ (79 .
5 % ) というもの で ある ｡

この ことは ､ 自宅で 死を迎 えるために は ､ 介護者になるべ く負担のかか らない状況を作り出すこ

とが必羊で あることを物論 っ て い る｡

発表者は 2 0 05 年 8 月 より ､ 仕事をしながら書を在宅で介護する生活をおく り ､ 現在に至 っ て

いる o およそ4 年間の 在宅介謙生活を通して . 在宅で の介護を円滑に行うため に , 要介護者のみ

ならず ､ 介雑音を支えることが重要で あると痛感してきた ｡ 本発表では ､ 自身の休漁を出発点と

して ､ 在宅介護生活の 現状と課長に つ いて ､ r 現在｣ に だけに 目を向けるの ではなく ､ 時に r 過

去の歴史J にも膏及 しながら報告し､ あわせて それらの 課振を解決するため に

取り組み始め て いることに つ いて も紹介した い ｡
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主催: 仙台サ ー ミナ1L ケアを考え与会

向合せ先: ■持病T EL ･ F A X 1 22
- 2 9 3 - 3 2 1 5

(但し､ 毎週水曜日 1 3 : . 00
- 16 : 0 0)




